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N E W S 半促成アスパラ  赤色ネットで防除半減
ネギアザミウマで  秋田県農試が実証

　秋田県農業試験場は、アス
パラガスの半促成栽培で赤色防
虫ネットを展張すると、ネギアザミ
ウマの侵入を抑えて薬剤散布の
回数を約半分に減らせることを
確かめました。散布回数を減ら
しても、収穫物の被害は十分に
抑えられていました。安定生産
と省力化につながる技術だとして
います。
　赤色防虫ネットは、通常の白
色のネットに比べて、アザミウマ
を防ぐ効果が高いとされ、視覚
的な効果で侵入しにくくなると考

えられています。同試験場は、
目合い０.８ミリの赤色防虫ネットを
ハウスの側面や妻面、出入り口
に展張。４～９月収穫の半促成
栽培で効果を調べました。
　慣行栽培では、防虫ネットは
張らず、だいたい２週間に１度
の薬剤散布でネギアザミウマを
防除します。赤色防虫ネットを展
張すると、大仙市での試験では
散布回数を５回から３回に、に
かほ市での試験では６回から３
回に減らせました。薬剤は、ネ
ギアザミウマの１回目の急増期に

当たる６月下旬に散布。以降は、
収穫物への被害が確認された
時期に散布しました。
　粘着板による誘殺調査でも、
赤色ネットを張ったハウスの方
が、ネギアザミウマの侵入量が
減っていることが確認できました。
アスパラガスの茎葉への被害率

も抑えられていました。
　留意点として、害虫の発生源
となる周辺の雑草を定期的に除
草する、通気性が悪くなって病
害が出やすくなる可能性がある
ため立茎本数を適切に保つ─
などを挙げています。

（日本農業新聞　２０２4年4月9日）

赤色防虫ネットを展張したアスパラガス
のハウス（秋田県大仙市で＝県農業試
験場提供）（取材を基に作成）

●半促成栽培で赤色ネットを導入
●ネットはハウス側面、妻面、出入り口
に展張

●薬剤散布の回数が約半分に
●侵入量が減少し、茎葉の被害率も
低減

●周辺を定期的に除草
●立茎本数を適切に保つ

実証のポイント

実証内容

効果

留意点

　県内の水田圃場雑草の発生状
況を10年ぶりに調査したところ、雑
草の発生量や発生している地域
等に変化が見られました。近年問
題となっているヒレタゴボウは、急
激に発生が広域化していました。
　調査では一年生雑草31種、多
年生雑草9種、湿生雑草9種、イ

ネ科匍匐性雑草6種を確認しま
した。一年生雑草では、ノビエの
発生圃場が多く過去最多となる
37%、アゼナ類やコナギも前回調
査と同程度となる25％程度の圃
場で見られ、一定数の発生を確認
しました。
　多年生雑草では、ホタルイが過
去最多39％の圃場で確認、コウ
キヤガラが伊賀地区で、アシカキ
が紀州地域で初めて確認しまし
た。
　湿生・畦畔雑草では、イボクサ
の発生圃場が多く、全草種で最

多の発生率となる44％の圃場で
確認しました。キシュウスズメノヒ
エは過去最多の発生となり20年
間で1.7倍に拡大しました。
　ヒレタゴボウは県内72％の地
点で発生が見られ、桑名地域お
よび四日市地域では調査した全
地点で発生していました。また、発
生程度「中（一部で群生）」以上の
地点については県内で26％見ら
れました。水稲収穫作業への影
響は甚大と考えられ、発生動態等
の解明と効果的な防除方法の確
立が必要です。
　なお、本結果は、水田残草は水
稲移植後50日頃に県内水田圃
場145地点（約300ha）で、ヒレタ
ゴボウは登熟期（8月上中旬）に同
144地点で調査したものです。
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【図】県内各地域における
　　ヒレタゴボウの発生状況
注）調査は水稲の登熟期（8月上中旬）に実施し、達
観で発生程度を4段階で評価（無～多）。地域名
は各普及センター管内を、カッコ内は調査した地
点数を示す。「中」以上発生地点率はヒレタゴボ
ウが「中」又は「多」発生していた地点の割合。
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